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息
子
が
高
３
の
と
き
支
部

懇
談
会
と
同
時
開
催
の
進
学

相
談
会
を
訪
れ
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
参
加
。
専

大
を
第
一
志
望
に
し
ま
し

た
。学

業
や
学
生
生
活
に
つ
い

て
の
心
配
も
あ
り
１
年
次
の

時
か
ら
参
加
し
て
き
ま
し
た

が
、
懇
談
会
の
雰
囲
気
も
良

く
、
支
部
役
員
も
引
き
受
け

ま
し
た
。
息
子
は
公
認
会
計

士
を
目
指
し
、
専
門
学
校
に

通
い
な
が
ら
、
帰
り
に
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
遅
く
ま
で
勉

強
す
る
場
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
専
大

の
勉
学
環
境
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

（
商
３
・
男
子
）

３
年
次
の
息
子
は
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
就
職
活
動
に
不
安

が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
学
の

丁
寧
な
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
安

心
し
ま
し
た
。
学

業
の
こ
と
か
ら
、

ゼ
ミ
、
就
活
の
ポ

イ
ン
ト
ま
で
主
人

と
一
緒
に
お
話
を

伺
い
、
息
子
に
も

就
職
課
に
行
く
よ
う
ア
ド
バ

イ
ス
し
ま
す
。

支
部
懇
談
会
は
、
不
安
定

な
社
会
情
勢
の
中
、
親
と
し

て
何
が
で
き
る
か
、
大
学
の

フ
ォ
ロ
ー
体
制
は
ど
う
か
を

知
る
良
い
機
会
で
あ
り
、
父

母
の
交
流
の
場
と
し
て
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。（
経
済
３
・
男
子
）

２
０
１
０
年
度
の
「
第
５２
回
育
友
会
支

部
懇
談
会
」
は
夏
期
休
暇
期
間
中
、
全
国

６７
支
部
６４
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
菅
沼
堅

吾
会
長
が
宮
城
、
東
京
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
合

同
）、
神
奈
川（
東
・
西
合
同
）、
静
岡（
東

部
）の
４
会
場
に
、日
髙
義
博
理
事
長
・
学

長
が
埼
玉
会
場
に
出
席
し
た
ほ
か
、
教
職

員
約
３
０
０
人
が
各
会
場
に
出
張
し
、
講

演
や
面
談
を
行
っ
た
。
４
年
次
生
の
就
職

活
動
体
験
談
も
あ
り
、
有
意
義
だ
っ
た
。

育
友
会
東
京
圏
合
同
支
部

懇
談
会
が
７
月
２５
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
ご
父
母
ら
２

６
９
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

た
。
就
職
活
動
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
個
人
面
談

な
ど
が
行
わ
れ
た
。
同
懇
談

会
は
東
京
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
支

部
の
合
同
開
催
。
代
表
し
て

Ａ
支
部
の
齋
藤
和
子
支
部
長

が
開
会
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

菅
沼
堅
吾
育
友
会
長
は
、

本
年
の
育
友
会
活
動
の
重
点

目
標
と
し
て
①
育
友
会
活
動

の
原
点
回
帰
―
会
本
来
の
役

割
を
見
直
し
、
大
学
や
学
生

た
ち
に
関
す
る
情
報
を
会
員

に
丁
寧
に
届
け
る
②
完
成
し

た
映
画『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』

∥
６
・
７
面
に
記
事
∥
の
宣

伝
協
力
③
正
月
の
箱
根
駅
伝

な
ど
ス
ポ
ー
ツ
応
援
の
強
化

―
―
を
挙
げ
、
ご
父
母
の
賛

同
と
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

矢
野
建
一
文
学
部
長
、
宮

岡
孝
之
校
友
会
副
会
長
ら
の

あ
い
さ
つ
、
田
邊
宏
康
法
学

部
教
授
に
よ
る
学
業
に
つ
い

て
の
解
説
の
あ
と
就
職
活
動

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

見
目
洋
子
商
学
部
教
授

（
就
職
指
導
委
員
会
委
員
長
）

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
石

橋
知
大
さ
ん（
経
済
）、
佐
藤

涼
さ
ん（
法
）、
奥
冨
裕
智
さ

ん（
商
）の
４
年
次
生
３
人
が

取
り
組
ん
で
き
た
就
職
活
動

を
報
告
。
挫
折
や
失
敗
の
中

か
ら
「
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
」
を
見
つ
け
た
過
程
を
具

体
的
に
語
っ
た
。
会
場
の
ご

父
母
は
真
剣
な
面
持
ち
で
耳

を
傾
け
て
い
た
。

就
職
の
こ
と
が
気
に
な
っ

た
の
と
、
日
髙
学
長
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
、

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
就

職
に
関
し
て
は
、
４
年
次
生

の
体
験
談
や
個
別
面
談
で
、

具
体
的
な
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
息
子
に
話
す
材
料

を
仕
入
れ
ら
れ
ま
し
た
の

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
伝
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
髙
学
長
の
「
焦

ら
ず
、
学
生
の
成
長
を
待
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
に

は
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
大

学
の
方
針
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
、
参
加
し
て
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。

（
経
営
３
・
男
子
）

息
子
は
英
語
英
米
文
学
科

に
学
び
、
夏
期
休
暇
中
、
留

学
す
る
な
ど
、
大
学
の
制
度

を
活
用
し
、
良
い
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

懇
談
会
に
は
今
回
が
初
参

加
で
、
個
人
面
談
を
受
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
面

談
で
は
、
卒
業
ま
で
に
取
っ

て
お
い
た
方
が
良
い
資
格
、

Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
目
標
点
な

ど
、
具
体
的
な
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
で
し

た
。
地
元
で
学
長
は
じ
め
教

職
員
の
方
か
ら
大
学
の
こ
と

を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
た
い
で
す
。

（
文
３
・
男
子
）

毎
年
出
席
し
て
い
ま
す
。

親
の
方
か
ら
情
報
を
集
め
よ

う
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

懇
談
会
で
は
日
ご
ろ
の
学

生
生
活
の
様
子
や
就
職
活
動

に
つ
い
て
、
具
体
的
に
数
字

を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
面
談
で
は
丁

寧
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
娘
か
ら
相
談
を
受
け
た

ら
、
不
安
を
取
り
除
く
よ
う

な
対
応
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。（

経
済
４
・
女
子
）

１
年
次
か
ら
欠
か
さ
ず
出

席
し
て
い
ま
す
。
継
続
し
て

参
加
す
る
こ
と
で
、
徐
々
に

大
学
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

教
職
員
の
方
に
直
接
分
か

ら
な
い
こ
と
を
お
伺
い
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
し
、
皆

さ
ん
丁
寧
に
、
分
か
り
や
す

く
応
対
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
、
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
に
向
け
た
学
生
た
ち

の
動
き
な
ど
、
知
り
た
か
っ

た
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
商
４
・
男
子
）

大
学
の
こ
と
を
知
り
た
い

と
思
い
、
昨
年
か
ら
参
加
し

て
い
ま
す
。
懇
談
会
は
良
い

雰
囲
気
で
、
次
も
参
加
し
よ

う
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

も
仲
良
く
な
り
、
情
報
交
換

の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
就
職
に
関
す
る
情

報
を
得
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
教
職
員
か
ら
の
お

話
だ
け
で
な
く
、
４
年
次
生

の
就
職
活
動
体
験
談
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
出
席
さ
れ

た
先
生
方
に
も
と
て
も
親
し

み
が
持
て
、
伺
っ
た
情
報
を

息
子
と
話
す
時
の
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
法
２
・
男
子
）

育
友
会
で
は
第
１１
回
（
平
成
２２
年
度
）
「
育
友
会
奨

励
賞
」
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

学
業
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会
貢
献
な
ど
各
分
野
で
の
行

動
や
成
果
を
対
象
に
、
表
彰
状
と
副
賞
賞
金
を
贈
呈
し

ま
す
。
応
募
期
間
は
１０
月
１
日
（
金
）
か
ら
２１
日
（
木
）

ま
で
。
詳
細
は
育
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

息
子
か
ら
は
伝
わ
っ
て
こ

な
い
こ
と
が
多
く
、
何
か
得

る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
、
参
加

し
ま
し
た
。
懇
談
会
で
話
を

聞
き
、
育
友
会
作
製
の
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
見
て
、
設
備
や
制
度
の

整
っ
た
「
充
実
し
た
キ
ャ
ン

パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
そ
う
な

大
学
」
だ
と
、
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

大
学
生
活
や
サ
ー
ク
ル
活

動
の
こ
と
な
ど
、
聞
き
た
か

っ
た
こ
と
を
個
人
面
談
で
教

職
員
の
方
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
安
心
感
を
得

ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
持
つ
父
母
同
士
で
懇
談

し
、
交
流
を
持
て
た
こ
と
も

有
意
義
で
し
た
。

（
法
１
・
男
子
）

９
月
４
日
、
韓
国
育
友
会

会
員
と
の
懇
談
会
が
「
ロ
ッ

テ
ホ
テ
ル
ソ
ウ
ル
」
で
開
か

れ
、
ご
父
母
２９
人
、
留
学
生

の
ほ
か
専
大
関
係
者
多
数
が

し
ん
ぼ
く

出
席
し
親
睦
を
深
め
た
∥
写

真
。菅

沼
堅
吾
会
長
、
日
髙
義

博
理
事
長
・
学
長
の
あ
い
さ

つ
、
高
橋
貞
雄
校
友
会
副
会

長
が
甘
竹
秀
雄
会
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
代
読
、
庄
菊
博
育
友

会
主
任
教
授
か
ら
の
お
知
ら

せ
や
留
学
生
の
解
説
に
よ
る

大
学
・
育
友
会
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ

上
映
、
李
熙
妍
さ
ん
（
商
４
）

の
留
学
体
験
談
な
ど
が
あ

り
、
田
中
實
常
務
理
事
の
発

声
で
乾
杯
。

歓
談
の
あ
と
、
庄
主
任
教

授
に
よ
る
個
人
面
談
も
行
わ

れ
た
。
通
訳
は
趙
時
英
商
学

部
非
常
勤
講
師
（
平
２０
院
商

博
）
が
務
め
た
。

第
１１
回
「
育
友
会
奨
励
賞
」
を
募
集

▲ 埼玉会場のグループ面談でご父

母と意見を交わす日髙学長

▲ 静岡東部支部会

場であいさつす

る菅沼堅吾会長

▲ 活発な質疑も行われた

（静岡東部支部で）

全国６７支部６４会場で開催

中
村

佳
子
さ
ん

眞
也
さ
ん

恵
子
さ
ん

福
田

敏
博
さ
ん

り
か
さ
ん

森
川

和
田

京
子
さ
ん

▲ 就職活動体

験を語る鈴

木夏未さん

（経営）

荻
須
し
げ
こ
さ
ん

張

秀
雄
さ
ん

齋
藤

敦
子
さ
ん

学
生
の
就
職
活
動
体
験

▲ 見目教授の司会進行で就職活動パネルディス

カッション（東京圏合同支部懇談会）

ご
父
母
が
熱
心
に
傾
聴

東
京
圏
合
同
支
部
懇
談
会

木
村

守
寛
さ
ん

▲ 庄菊博主任教授による個人面談

の様子（豊橋支部会場）

▲ 高知、名古屋、岐阜、豊橋の

４支部で就職活動体験を話し

た前田一徳さん（経済・写真

は岐阜支部の会場で）

ソ
ウ
ル
で
も
懇
談
会
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